
　
　
　
　

色

彩

と

感

情

管
原
教
造
氏
は
十

一
月
十

二
日
夜
の
精
神

病
科
談
話
會

に
於

て

『色
彩
感

情
』
と

題
し
大
要
左

の
如
き
談
話
を
な
し
た
り

▲
王
朝
時
代
は
紫
の
流
行
　
東
洋
と
、
西
洋
と
で
は
色
彩
的
感
情
は
大
體

に
於

て
略
ぼ

一
致
し
て
居
る
、
先
日
本

の
色
彩
と
感
情

に
つ
い
て
少
し
調

べ
た
處
を

い
ふ
こ
と西
洋
で
は
紫
を

一
般
に
排
斥
し
て
い
る
か
日
本
で
は
昔

か
ら
愛
し
て
い
る
殊

に
王
朝
の
藤
原
時
代
の
如
き
は
其
時
代

の
人
情
風
俗

を
寫

し
た
と
い
ふ
『
源
氏
物
語
』
を
み
て
も
人
の
名
で
あ
れ
ば
紫

の
上
と
が

巻

の
名
で
あ
れ
ば
若
紫
と
か
此
の
外
巻
中
に
『紫
』
と
い
ふ
文
字

は
夥
し
く

用
ひ
ら
れ
て
あ
る
或
は
其
時
代
の
文
學
を
代
表
し
た
萬
葉
集
な
ど
の
歌
を

み
て
も
『
紫

の
に
ほ

へ
る

い
も
を
に
く

ゝ
あ
れ
ば
』
と
か

『
紫
の

一
本
ゆ

ゑ

に
武
藏
野
の
』
と
か

い
ふ
紫
の
枕
詞
を
冠
ら
せ
た
る
も
の
が
非
常

に
あ

る

語
を
換

へ
て
い

へ
ば
此
時
代
は
紫
時
代
で
る
あ
。

▲
演
劇
と
色
彩

け
れ
ど
も
日
本
の
文
學
で
紫
は
無
論
の
こ
と
、
其
他
の

色
彩
を
衣
服
等
で
よ
く
み
る
事
の
出
來
る
の
は
昔
の
芝
居
が

一
番
だ
、
續

い
て
は
其
時
代

の
芝
居
を
畫

い
た
錦
繪

な
ど
で
あ
ら
う
。
同
じ
芝
居
で
も

今
の
新
派
劇
な
ど
に
な
る
と
時
代
の
色
彩
は
寫
實

し
て
ゐ
や
う
け
れ
ど
人

物

と
色
彩
と
い
ふ
對

照
に
構
は
な

い
や
う
だ
此
點

に
於
て
舊
劇
は
非
常
に

進
歩
し
て
居
る
。

▲
性
格
と
色
彩

の
調
和
　

か
の
忠
臣
藏

の
芝
居

に
例
の
大
星
由
良
の
助
が

放
蕩

三
味
に
日
を
送

つ
て
居

る
時
に
は
ぼ
や
け
た
弱
々
し

い
色
の
衣
服
を

着

て
出
る
が
、
愈

々
打
入
り
と

い
ふ
時
に
は
元
氣
の
あ
る
質
素
な
ど
つ
し

り
た
威
嚴
の
あ
る
黑
ず
ん
だ
其
本
心
を
表
し
た
衣
裳
を
着
る
な
ど
は
新
派

劇
に
み
ら
れ
な
い
性
格

と
色
彩
の
調
和
で
あ
り
、
五
代
目
菊
五
郎
は
若

い

時

の
狂
言
に
靑
く
す
引
を
髪
に
か
け
て
居

る
處
、
其
れ
が
妙
に
音
羽
屋
の

役
と
調
和
し
遂
に
は
此
流
行
が
江
戸
中
の
頭
を
靑
く
し
た
と
迄

い
は
れ
、

其
れ
が
梅
幸
色
と

い
ふ
も
の
に
な

つ
た
、
又
千
代
萩
の
政
岡
が
赤

い
着
物

を
着
る
と
い
ふ
の
は
威
嚴
が
あ

つ
て
非
常
に
よ

い
や
う
だ
、
處
が
い
ま
は

無
地
色
で
感
想
ば
か
り
を
傳

や
う
と
し
て
ゐ
る
。

▲
團
十
郎

の
暫
く
　
『
暫
く
』
を
や
る
團
十
郎
が
柿
色
三
升
の
衣
裳
を
着
る

が
市
川
家
の
澁

い
藝
風
を
よ
く
色
に
表
は
し
て
よ
い
、
中
村
芝
翫
が
田
舍

娘
に
扮
す
る
に

い
や
し
げ
な
福
助
色
の
衣
裳
を
著
け
た
り
又
は
同
じ
好
み

の
上
下
を

つ
け
る
の
が
よ
く
似
合
、
絲

の
く
ん
だ
花
に
な
る
と
侍
の
性
格

と
調
和
し
て
ど
こ
と
な
く
強
み
が
あ
る
に
音
羽
屋
の
色
に
な
る
と
ど
つ
り

し
た
力
な
い
代
り
さ

つ
ぱ
り
し
た
色
で
同
人
が
早
野
勘
平
を
務
む
る
時
な

ど
は
大

に
ふ
さ
は
し

い
。

▲
幽
靈

と
灰
色
　
不
安
の
色
だ
と
い
ふ
紫
は
日
本
の
女
性
の
や
さ
し
い
處

を
よ
く
表
は
し
芝
居
で
は
悉
く
其
通
り

に
用
ゐ
ら
れ
、
又

一
位
の
袍
は
に

定

っ
て
居
る
か
と

い
ふ
や
う
に
高

い
意
味
に
も
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
、
黑
は

優
美
な
紫
と
反
對

に
雄
大
で

正
し
く

威

が
あ
る
や

う
に
み

え
る
處
か
ら

多
く
は
武
士
だ
と
か
★
客
だ
と
か
轉
じ
て
は
石
川
五
右
衞
門

の
や
う
な
盜

賊

に
も
用

ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
、
是
は
暗
く
隱

れ
て
夜
を
意
味
す
る
方
面
か
ら

用
ゐ
る
の
だ
ら
う
、
又
幽
靈
な
ど
の
服
裝

に
白
を
用
ゐ
ず
に
灰
色
を
用
ゐ

る
の
は
あ
ま
り
ぱ

つ
と
さ
せ

な
い
爲
と
暗
の
色
と
や
ゝ
同
じ
く
さ
せ
る
爲

で
、
よ
く
幽
靈

の
出
る
墓
地
な
ど
に
近
い
寺
院
の
僧
侶
が
此
色
の
服
を
纒



ふ
の
も
實
は
調
和
か
ら
來
た
も
の
で
あ
ら
う
。
　

　

　

　

　

　

▲
色
彩
と
快
樂
の
關
係
　
以
上
性
格
と
服
裝

の
關
係
の
原
理
上
色

彩
は
何

故

に
我

々
人
間
に
愉
快
で
あ
る
か
、
又
總

て
の
色
の
中
に
或
る

特
殊

の
色

は
何
故

人
間

に
愉
快
で
あ
る
か
と

い
ふ
に
、
第

一
の
原
因
は
進
化
論

の
方

か
ら
第

二
の
原
因
は
聯
想
か
ら
。
第

三
の
原
因
は
生
理
學

上
最
近
の
説

か

ら
な

ど
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

▲
色
彩
の
聯
想
　
文
科
大
學
の
心
理
學
實
驗
室
に
て
は
色
彩
の
表
情
性
研

究

の
爲
同
學
生
百
二
十

三
人
に
總
て
二
十
四
種
か
ら
成
る
色
紙
の
小
片
を

答
案
紙

に
附
し
て
與

へ
其
聯
想
を
書
か
し
め
た
、
大
要
は
左
の
通
り
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

赤
色
に
關
す
る
聯
想

　

幼
稚

、可
憐
者
、親
和
、輕
薄

、陽
氣
、愛
情
、性
慾
、快
活
、
浮
華
、熱
烈
、危

　
險

、
艷
、誠
心
、偉
大
、ク
リ
ス
ト
の
降
誕
、
強
力
、
壓
迫
、
恐
怖

、
禪
趣
、
原

　

始

、時
代
、
平
安
時
代
、源
平
時
代
、十
字

、ナ
イ

ト
、
マ
ホ
メ
ツ
ト
、
日
蓮
、

　

秀
吉
、闇

よ
り
出
で
し
天
照
大
神
宮
、現
代
の
濁
逸
、四
十
代
の
、人
程
よ

　

き
音
、喧
噪

な
る
音
、
大
太
鼓
、　
　

　
　
　
　
　

-

　
　
　
　

燈
色
に
關
す
る
聯
想

　

安
靜

、陽
氣
、野
卑
、清
爽
、半
秘
、陽
氣
、支
那
風
の
佛
閣
の
夢
、崇
重
、澁

　

味

、
元
氣
、沈
着
、江
戸
時
代
、近
代
朝
鮮
、
マ
ホ
メ
ツ
ト
、
不
動
明
王
、

ハ

　
イ

カ
ラ
女
、日
本
人
、
快
活
の
音
、氣
ぬ
け
香
水
、
病
院
、
密
柑
、
文
科
の

　

旗

、
日
沒
、書
籍
、土
色
、
鹽
煎
餅
、リ
ボ

ン
、

　
　
　
　

黄
色
に
關
す
る
聯
想

　

無
情

、輕
快
、
不
足
、平
凡
、薄
弱
、厭
世
、悲
哀
、崇
高
、人
の
運
命
、
元
禄
、

　

時
代
、
趣
味
な
き
時
代
、
小
兎
、オ
ル
ガ

ン
、花

の
香
、日
沒

、
公
孫
樹
、
コ

　

レ

ラ
の
旗
、目
白
、
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

紫
色
に
關
す
る
聯
想

　

　

　

　

　

　

　

　
高

尚
、
優

美
、
永

遠
、
神
聖

、夢

裡
の
天
國

、
江
戸
氣
質

、
性
慾

、
莊
嚴

、
王

　

朝
、
神
女
、
コ
ブ

シ
の
多
賀
子

、
紫

式
部

、
清
少
納

言
、
柔
、
曲
線

、
ス
ミ
レ
、

　

　
　
　

白
色

に
關
す

る
聯
想

　

清
淨

潔

白
、
寂

莫
、
不
安
、
無
邪

氣

、
美
人

、
醫
者

、
幽
靈

、光

、
刄
、
豆
腐

の

味

、
　
灰
色

に
關
す
る
聯
想

　

　

　

不
確
定
、厭
世

、
洒
脱
、
納
豆
賣

の
よ
ぼ
よ
ぼ

老
婆

、極
北
の
海
に
蒼
白
き

　

顔

し
て
海
面
を
見

つ
む
る
讀
經

派
の
厭
世
哲
學
者
、
燒
け
る
魚
、鬼
、
低

　

音

　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
　
黑

色
に
關
す
る
聯
想
　
　
　

　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

現
代

の
ロ
シ
ァ
、崇
高
、罪
惡

、寂
寞

、
惡魔
、葬
儀
、迷
宮
、

　
　
　
　

牡
丹
色
に
關
す
る
聯
想

　

華
美
、高
尚
、優
美
、毒
、無
氣
力
、南
阿
、情
人
、寛
度
、

　
　
　
　

緑
色
に
關
す
る
聯
想

　

幼
稚
、陽
氣
、希
望
、勢
力
、慰
安
、明
治
時
代
、
虫
聲
、
土
佐
濵

の
松
、
波

　

形
、鐵
、

　
　
　
　
　
靑
色
に
關
す
る
聯
想
　
　

　

沈
み
た
る
活
動
、凄
愴
、秋
、ネ
ル
ソ

ン
、東
郷
大
將
、
胡
弓
、
剃
立
て
の

　

顔
、酸
、大
、高
、
遷
、
環
、

△
女
子
大
學
生
と
色
彩
　
以
上
に
對
す
る
女
子
大
學
生
が
宿
題
と
し
て
與

へ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
同
じ
く
答

へ
た
中
の
面
白

い
の
は
、
赤
色

の
清

盛
若

い
奥
樣
、
美
少
年
、誠
、
黄
色
の
高
慢
、虚
榮
、現
世
界
的

の
人
、月
、
黄

昏
、
縁
の
改
進
、清
凉

、新
生
命
、哲
學
、揚
貴
妃
、陣
太
鼓
、沈
思
、
靑
の
幽
玄

不
變
化
、
男
性
的
大
國
、殿
樣
、
葬
式
の
ラ
ツ

パ
、
紫
の
上
織
、高
尚
、情
熟
の

　
極

、愛
、浦
島
大
郎
、ク
レ
オ
パ
ト
ラ
、
一
休
、元
禄
時
代
の
町
家
の
娘
、
お
し

や
れ
女
、淺
草
公
園
、
三
味
線
、
白
色
の
高
天
原
、
キ
リ
ス
ト
、
神
秘
、清
潔
、

む
く
の
少
女
、
灰
色
の
僧
服
、
冬
の
空
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
孔
子
、
古
寺
に
ひ
ゞ
く
木
魚
の
音
、
黑
の
天
災
の
ひ
ゞ
き
、
威
力
、
古
英
雄
、
默
考
、
寂
寞
、
憂
、
未

亡
人
な
ど
で
あ
り
ま

せ
う
。
　

　

　

　

　

　

(報
知
)


